
　

９
月
20
日
、
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
佐
川
急
便
株
式

会
社
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と｢

災
害

時
に
お
け
る
協
力
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

佐
川
急
便
と
の
協
定
は
、大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
災
者
に
対
し
て
食
糧
や
生
活
必
需
品
な
ど
の
物
資
の
安
定
供

給
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
被
災
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
市
内
各
避
難
所

へ
の
支
援
物
資
の
配
送
を
佐
川
急
便
に
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
被
災
者
が
必
要
と
し
て
い
る
物
資
の
ニ
ー
ズ
の

収
集
も
あ
わ
せ
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ

ン
タ
ー
と
の
協
定
は
、
被
災
者
に
対
し
て
、

応
急
復
旧
に
必
要
な
資
材
や
生
活
必
需
品
な

ど
の
安
定
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
復
旧
品

や
避
難
所
で
必
要
な
生
活
用
品
な
ど
の
調
達

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
優
先
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際
、
よ
り
き
め
細
か
い
支
援

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
に
備
え

　

２
つ
の
協
力
協
定
を
締
結

冨
田
地
区 

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

起
工
式
を
行
い
ま
し
た

　

9
月
25
日
、
冨
田
地
内
に
お
い
て
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
起
工
式
が
行
わ
れ
、
地
元
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
工
事

関
係
者
や
木
村
市
長
が
、
工
事
の
無
事
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
は
、
形
の
悪
い
畑
を

農
作
業
の
し
や
す
い
形

や
大
き
さ
に
区
分
け

し
、
分
散
し
て
い
た
農

地
を
所
有
者
ご
と
に
集

約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
の
振
興
及
び
畑
作

経
営
の
改
善
・
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
す
。

　

工
事
は
、
区
画
整
理

約
36
・
９
ｈ
ａ
、
幹
線

道
路
１
１
７
０
ｍ
の
整

備
を
行
い
、
工
期
は
平

成
32
年
度
ま
で
と
な
り

ま
す
。
総
事
業
費
9
億

５
３
０
０
万
円
の
う

ち
、
負
担
割
合
は
国

50
％
、
県
25
％
、
残
り

の
25
％
を
地
元
と
坂
東

市
が
負
担
し
ま
す
。

佐川急便（茨城県内初となる災害時の協力協定を締結）
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